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1. 調査団員・氏名 

1-1 現地調査時（平成 18 年 7 月 29 日～平成 18 年 8 月 27 日） 

(1) 総括：喜多村裕介 （JICA パプアニューギニア事務所所長） 

(2) 計画管理：今井健 （JICA 無償資金協力部業務第一グループ運輸交通・電力チーム副

主任） 

(3) 業務主任/橋梁計画：森雅彦 （株式会社長大） 

(4) 橋梁設計Ⅰ/自然条件調査Ⅰ：安井淳治 （株式会社長大） 

(5) 施工計画/積算：米田信夫 （株式会社長大（日本技術開発株式会社）） 

(6) 橋梁設計Ⅱ：井出孝 （株式会社長大（日本技術開発株式会社）） 

(7) 自然条件調査Ⅱ：高上顕 （株式会社長大） 

 

1-2 概要説明時（平成 19 年 2 月 4日～平成 19 年 2 月７日） 

(1) 総括：喜多村裕介 （JICA パプアニューギニア事務所所長） 

(2) 計画管理：今井健（JICA 無償資金協力部業務第一グループ運輸交通・電力チーム副

主任） 

(3) 業務主任/橋梁計画：森雅彦 （株式会社長大） 

(4) 橋梁設計Ⅰ/自然条件調査Ⅰ：安井淳治 （株式会社長大） 

 



 

2. 調査行程 
2-1 現地調査時（平成 18 年 7 月 29 日～平成 18 年 8 月 27 日） 

・平成 18 年 7 月 29 日～平成 18 年 9 月 3日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  2-2 概要説明時（平成 19 年 2 月 1日～平成 19 年 2 月 8日） 

 
 
3. 関係者（面会者）リスト 

(1) 在パプアニューギニア日本国大使館 

花形 莞司   特命全権大使  

川口 三男   参事官 

大形 幸樹   一等書記官 

 

(2) JICA パプアニューギニア事務所 

喜多村 裕介   所長   

糸山 大志   所員   

Mr. Tony Ombo   現地所員 

 

(3) 国家計画・モニタリング省 (Department of National Planning and Monitoring :DNPM) 

Ms. Ulato Avei Deputy Secretary 

Mr. Roland Katak Assistant Director 

Mr. Mosilayola Kwayaila Assistant Director 

Mr. Karl Soprl Assistant Director 

Mr. Willie Koi Senior Aid Coordinator 

Mr. Noel Geti Senior Aid Coordination Officer 

Ms. Jenny Tummer Program Officer 

Ms. Bther Pdouf Assistant Program Officer 

岡部 浩一 Project Formulation Advisor 

 

(4) 公共事業省 (Department of Works :DOW) 

Mr. Roy Harry Mumu  Deputy Secretary 

マーカム橋緊急改修計画　現地調査スケジュール(概要書説明)
総括

（JICA・PNG事務所
長）

計画管理
（JICA無償部）

業務主任／
橋梁計画

橋梁設計／
自然条件調査

喜多村　裕介 今井　健 森　雅彦 安井　淳治

1 2007.2.01 Thu

2 2007.2.02 Fri

3 2007.2.03 Sat

4 2007.2.04 Sun

5 2007.2.05 Mon

6 2007.2.06 Tue

7 2007.2.07 Wed

8 2007.2.08 Thu

移動 ポートモレスビー

Date and Time

移動　日本ーPNG

DNPM、DOW　とM/D署名

移動 日本－PNG

移動　レイへ

DNPM、DOW　概要書の説明/協議

DOW概要書の説明/協議、団内打合せ

資料収集、情報収集

DOW概要書の説明/協議

団内打合せ

移動　PNG－日本



 

Mr. Ken Saville     First Assistant Secretary  

Mr. Mekelen Silip   Assistant Secretary 

Mr. Michel Sirabis      Assistant Secretary 

Mr. Andrew Buna   Assistant Secretary 

Mr. Morea M.Igo   Assistant Secretary 

Mr. Charles Kiki   Project Engineer 

Mr. Bob M.R. Dalymple  Majyk Enterprises Ltd. 

 

(5) 公共事業省モロベ州レイ支所（DOW Morobe Province Lae Office） 

Mr. John Wakma   Provincial Works Manager 

Mr. Ruben Tara    Provincial Civil Engineer 

Mr. Nako Yarmuk   Senior Supervisor 

Mr. Harry Aope   Surveyor 

Mr. Nakogamo    

 

(6) Australian Agency for International Development (AusAID) 
Dr. Les Holland   Senior Policy Advisor/Program Director 

Mr. Charles Vee   Senior Program Officer 



 

 

4. 討議議事録（M/D） 

4-1 現地調査時（平成 18 年 8 月 8日） 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

4-2 概要説明時（平成 19 年 2 月 7日） 
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5. 事業事前計画表（基本設計時） 

 

1． 案件名 

パプアニューギニア独立国 マーカム橋緊急補修計画基本設計調査 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

パプアニューギニア独立国（以下「パ」国という）は、中央部の急峻な山脈や南部の広範な

湿地帯など多様な地勢を反映し人口および経済活動が散在している。また、首都と地方都市は

海運、空路のみで結ばれ、国家経済を支えるための骨格となる全国的道路網が未だに構築され

ていない。そのため、「パ」国政府は、国家運輸開発計画(2001-2010)を策定し、立ち遅れてい

る道路交通輸送インフラの改善・維持管理を国家開発の重点分野としている。 

道路、橋梁整備に対する投資は、過去 5年予算不足により十分に行われず、今後 5年間は少

ない予算を有効に活用するために、インフラの新設よりも既設のインフラの補修、維持管理に

財源を優先配分することとしている。 

マーカム橋が位置するワウ道路は、主要産物の運搬を担う産業道路であるとともに、沿線の

約 20 万人にとって州都レイに至る唯一の生活道路である。このワウ道路が不通となった場合

には、沿線地域は陸の孤島となり日常生活物資の供給が止まるだけではなく医療・教育施設へ

のアクセス、産業活動も停止して経済的に大きな打撃を受けることになる。 

また、「パ」国政府は、将来的にはこのワウ道路を経て首都ポートモレスビーとレイを結ぶ

主要幹線道路建設の計画を持っており、これが実現すれば同道路の重要性はさらに高いものと

なる。 

マーカム橋は2004年 3月の洪水でP3橋脚が大きく沈下し、また取付道路の一部も決壊して、

一時は車両による通行が不可能な状態となった。「パ」国政府は、早急に同橋を復旧させるた

めに 2004 年 8 月に 4 基の仮設橋脚を設けるとともに取付道路決壊部に仮橋を設置して応急処

置を施したものの、このまま放置すると危険であると「パ」国政府は判断し、2005 年 5 月、マ

ーカム橋架け替えに関し、我が国に対して無償資金協力を要請してきた。2005 年 7 月～8月に

かけて予備調査団を派遣した結果、現時点においてマーカム橋を架け替える緊急性・必要性は

認められないものの、同橋梁の緊急的な補修工事として、橋脚及び手すり・ガードレールの補

修等を実施することは必要性・緊急性があると判断された。 

マーカム橋の恒久的な補修は緊急を要するが、「パ」国政府独自の予算により行うことは予

算不足の関係で極めて困難である。本プロジェクトは、既設のマーカム橋が今後少なくとも 20

年は所要の機能を果すことのできる補修、補強を行い、地域経済の活性化や沿線住民の生活安

定に資するものである。 

3． プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

ワウ道路がマーカム川を渡河する箇所での安全で安定的な交通が確保される。 

裨益範囲：モロベ州ワウ道路沿線の各地域（主要都市ブロロ、ワウ等） 

裨益人口：約 200,000 人 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 



 

ア ワウ道路のマーカム橋既設橋の恒久的な補修がなされる。 

イ AusAID が実施したレイ側護岸工が洗掘に対し強化される。 

ウ マーカム橋レイ側取付道路が整備される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 洪水により損傷したマーカム橋の恒久的な補修を実施する。 

イ 橋梁および取付道路の盛土区間を保護するための護岸工、排水工、舗装工を実施する。

ウ 道路・橋梁の維持管理体制を整える。 

 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側（=本案件）：無償資金協力 6.12 億円 

イ 「パ」国側： 

・ 本無償資金協力案件の実施に係わる負担額     ：0.02 億円 

・ 本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費：0.03 億円 

（年間換算） 

(5) 実施体制 

主管官庁：公共事業省（DOW） 

実施機関：公共事業省（DOW） 

 

4． 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「パ」国モロベ州ワウ道路マーカム川渡河地点 

 

(2) 概要 

  本無償資金協力により整備される施設はマーカム橋の以下の 5構造物である。 

番号 構造物名 内容 改修方法 

1 橋台 レイ側 A1 橋台 鋼管杭、底版新設 

2 橋脚 P1～P4 4 基 既設撤去、鋼管杭基礎・躯体新設 

3 上部工 全長 560m 鋼桁、高欄再塗装、一部補修 

4 護岸 鋼矢板基礎 73.2m 鋼矢板設置、ブロック連結 

5 取付道路 道路延長 50m 舗装、法面保護、排水工 

 

(3) 相手国側負担事項 

・ レイ側上流側の工事用地の購入 

・ 警察官詰め所の建設 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 6.14 億円（無償資金協力 6.12 億円、「パ」国負担 0.02 億円） 

 



 

(5) 工期 

詳細設計、入札期間を含め約 20 ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

  特になし。 

 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

・ 「パ」国内の政情・治安が悪化しない。 

・ 想定外の自然災害が発生しない。（施工時の大規模な洪水等） 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

 2006 年までに実施された我が国による無償資金援助である「ハイランド橋梁改修計画 Phase

Ⅰ」において、住民対応等に係る問題が生じ、PhaseⅡの工事は着工直前に中断となる事態が

発生している。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 2006 年時点 2010 年計画 

構造物の安定性向上 仮設橋脚基礎杭の支持力安全

率が 2となっている。 

新設橋脚基礎杭の支持力安

全率が 3となり、安全性が改

善される。 

洪水に対する橋梁耐

力の向上 

10 年降雨確率水位（水位 EL

＝11.18m）規模の洪水で橋梁

に損傷が生じる可能性が高

い。 

100 年降雨確率水位（水位 EL

＝11.58m）の洪水でも耐えら

れる構造となる。 

 

(2) その他の成果指標 

   特になし。 

 

(3) 評価のタイミング 

2009 年 3 月（施設完成直後） 



 

6. 参考資料／入手資料リスト 
番号 名称 形態 オリジナル・

コピー 
発行機関 発行

年 
１ The Medium Term Development 

Strategy 
図書 コピー Department of National 

Planning and Monitoring 

2004

２ Review of National Transport Development 
Plan 2001-2010 

図書 コピー Department of Transport 2005

３ Basic Design Study Report on the project for 
rehabilitation of bridge on the Highlands 

Highway  
Draft Final Report 

図書 コピー JICA 
日本工営 

2004

４ Human Development Report 2005 図書 コピー Papua New Guinea 2005
５ Economic and Development Plicies 図書 コピー HON, BART 

PHILEMON, MP 

Minister for Finance and 

Treasury 

2006

６ Department of Works and 
Implementation Program and Project 

図書 コピー Department of Works 2006

７ VAT for Businesses in PNG 図書 オリジナル Internal Revenue 
Commission 

2000

８ A Guide to Value Added Tax 図書 オリジナル Internal Revenue 
Commission  

- 

９ Department of Works Top 
Organization Structure  

表 コピー Department of Works 2006

１０ Road Materials Resource Study and 
Gravel Pit Inventory 4Copies 

図書 コピー Department of Works - 

１１ Equipment Hire Price  図書 コピー Department of Works - 
１２ Haes Monthly Rainfall Readings 表 コピー Wein BORE Weather 

Attendant  
2005

１３ Earthquake Engineering for Bridges 
In Papua New Guinea 

図書 コピー Department of Transport 

Works and Supply  

1976

１４ Road Maintenance 
Specifications(Draft) 

図書 コピー Department of Works 2006

１５ Specification for Road and Bridge 
Works 

図書 オリジナル Department of Works 1995

１６ Road Design Manual 図書 オリジナル Department of Works 1994
１７ Flood Estimation Manual 図書 オリジナル Department of 

Environment and 
Conservation Bureau 
of Water Resources 

1990

１８ パプアニューギニアの過去の地震被害 表 コピー - 2004
１９ Good Procurement Manual 図書 コピー Department of Works 2005
２０ Morobe Province Map 1:263000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

1977

２１ Wau Map（Sheet 8283）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 



 

２２ Nadzab Map（Sheet 8284）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２３ Sarawaget Map（Sheet 8285）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２４ Aseki Map（Sheet 8183）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２５ Wasus Map（Sheet 8184）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２６ Kaiapit Map（Sheet 8185）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２７ Saidor Map（Sheet 8186）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２８ Kinantu Map（Sheet 8085）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

２９ Dumpu Map（Sheet 8086）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

３０ Markham Geological Map (Sheet 
SB55-10) 1:250000 

地図 オリジナル Department of National 

Resources 

1989

３１ Markham Geological Explanatory 
Notes 

図書 コピー Department of National 

Resources 

1976

３２ Markham Bridge Repair 図書 コピー Nawae Construction Pty 

Ltd. Abergeldie Civil 

Infrastructure 

2004

３３ Markham Bridge Piling Records 図書 コピー Independent Geosciency 

Pty Ltd. 

2004

 



 

7. その他の資料・情報 
7-1 交通量調査結果 

 
交通量調査は、下記の要領で実施し、表に示す結果を得た。 
実施日：2006 年 8 月 15 日（火） 
場所：マーカム橋レイ側橋詰め 
実施時間：午前 6 時から午後 6 時まで 12 時間 
天候：雨時々曇 

① レイからワウへ向かう車両 
種別 06:00 

-08:00 
08:00 
-10:00 

10:00 
-12:00 

12:00 
-14:00 

14:00 
-16:00 

16:00 
-18:00 

合計 

トレーラー 0 2 0 1 0 2 5 
トラック 7 12 8 14 23 23 87 
バス 0 0 1 1 0 0 2 
乗用車 7 7 10 12 17 14 67 

オートバイ 0 0 0 0 0 2 2 
車両合計 14 21 19 28 40 41 163 
歩行者・自転車 1 4 6 25 8 34 78 

② ワウからレイへ向かう車両 
種別 06:00 

-08:00 
08:00 
-10:00 

10:00 
-12:00 

12:00 
-14:00 

14:00 
-16:00 

16:00 
-18:00 

合計 

トレーラー 1 1 0 0 1 2 5 
トラック 6 21 18 12 10 23 90 
バス 0 0 0 1 1 0 2 
乗用車 5 15 10 9 6 15 60 

オートバイ 0 1 0 1 0 0 2 
車両合計 12 38 28 23 18 40 159 
歩行者・自転車 26 5 6 19 11 15 82 

③ 両方向合計 
種別 06:00 

-08:00 
08:00 
-10:00 

10:00 
-12:00 

12:00 
-14:00 

14:00 
-16:00 

16:00 
-18:00 

合計 

トレーラー 1 3 0 1 1 4 10 
トラック 13 33 26 26 33 46 177 
バス 0 0 1 2 1 0 4 
乗用車 12 22 20 21 23 29 127 

オートバイ 0 1 0 1 0 2 4 
車両合計 26 59 47 51 58 81 322 
歩行者・自転車 27 9 12 44 19 49 160 



 

橋詰めにおいて待ち時間が生じたケース 
322 台中 35 台（待ち時間が生じる確率約 11％） 

待ち時間：10 秒～130 秒（平均待ち時間：43 秒） 
 

7-2 測量調査結果 

本調査では、マーカム橋周囲の地形状況を把握するために道路測量と河川測量を実施した。こ

れらの測量には、トータルステーション・GPS 測量機器を使用して実測した。 

各架橋地点には、基準点となる仮ベンチマークを調査団の指示のもと設置した。ベンチマーク

は見通しが良く、不動な場所に設置・埋設した。（写真-1）。 ベンチマークの座標一覧を表-1 に

示す。 

写真-1 ベンチマーク（レイ側、STN.8） 
 

Station East North EL 
STN.6 487843.05 9260109.06 15.19 
STN.8 488053.84 9260670.08 15.19 

TK 488074.32 9260705.36 15.44 
BM4 487854.52 9260104.82 15.69 
OCP1 487915.94 9260079.75 28.48 

 
測量の成果を図－１に示す。 
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7-3 地質調査結果 

 地質調査は、橋台、橋脚の基礎工の検討、支持層の検討及び確認に必要な地質・地層状況を把

握するために、ボーリング掘削、標準貫入試験、土質資料採取及び室内試験を実施した。これら

の試験により、基本設計に必要となる土質断面図、土質柱状図、土質室内試験結果が収集された。

レイ側橋台下流側で 1 箇所、P3 橋脚仮設橋脚上で 1 箇所の計 2 箇所に掘削機械を設置し、調査を

行った。調査の状況及び地質サンプルを写真－２、写真－３、写真－４に示す。また、地質縦断

図を図－2 に示す。 
 

写真-2 レイ側橋台調査状況          写真-3 P3 橋脚調査状況 

写真-4 レイ側橋台サンプル 
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